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内部監査の実施状況
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平成２６年４月１日

平成２６年度内部監査計画書

Ⅰ 監査方針

独立行政法人国立大学財務・経営センター内部監査規則（以下「規則」という。）に基づ

き、業務運営の適正性、効率性及び有効性を監査するとともに、会計経理の適正性を監査す

る。

Ⅱ ２６年度定期監査項目

○諸手当の現況確認について

○法人文書管理について

○備品の現品確認について

○運営費交付金（平成２５年度執行分）について

○施設費貸付事業・交付事業（平成２５年度執行分）について

Ⅲ 監査のスケジュール等

監査テーマ 実 施 時 期 実 施 方 法

諸 手 当 9月上旬 通勤手当、住居手当、扶養手当の現況について、必要な資料の提出を

受け、監査を実施する。

文書管理 9月下旬 法人文書に係る管理等に関する状況について、確認及び必要に

応じて関係する職員に対しヒアリングを実施する。

備 品 10月初中旬 現有備品の現品確認を行う。

交 付 金 10月中下旬 運営費交付金の２５年度の執行状況について、必要な資料の提出・報

告を受けるとともに、必要に応じて関係する職員に対しヒアリングを

実施する。

貸付・交付 10月中下旬 施設費貸付・交付事業の２５年度の執行状況について、必要な資料の

提出・報告を受けるとともに、必要に応じて関係する職員に対しヒア

リングを実施する。

臨時監査 必要と認めた 臨時監査の内容に応じて指定する。

場合

Ⅳ その他

監査による牽制効果を担保するため、規則第８条第３項の規定に基づき、必要に応

じて内部監査室の職員以外のセンター事務職員を監査員として監査に当たらせる。
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独立行政法人

間立大学財務・経't?;センター

理事長 ll話 )1: 降級 l殺

独立行政法入

財務セ総第 38号

平成26'jo9月10日

国立大学財務・経営センター

内部日iE査室長 臼下部正

平成 26 年度における諸手当の現~jèfíl11認の結果について(報告)

標記について、下記のとおり尖施しましたので、その結果について報告いたします。

品目

1 1涜盟主実施iこ|等

平成26年 9Jn 0日(水) 1 3 時 30 分~ 1 511寺o0分 東京連絡所(総務課会計係)

2 確認;lJit

手当受給者を対象に、現iYl届及び恨J処炎料に基づき、基準lヨJJI{Eの認定ー内容を確認。

3 実施基準13

平成26年日月 1日現在

4. n取認、結51さ
①住居手当の状況

現況周及び関係m貝IJ、イiJ苦手当認定簿、伎j活路、賃貸契約器等と!被らし合わせ確認を行い、

すべて適正であることを確認した。

②通勤手当の状況

現況1m及び関係規則、通勤手当認定?阜、通勤胤、定期券の写:し等とj照らし合わせ確認を行い、

すべて適正であることを総認した。

③扶養手当の状況

現況肪及び関係規WJ、扶縫手当認定fW、扶養親族局、住民衆等と!鳴らし合わせ線認を行い、

すべて適IEであることを政認した。

5. H:!当監査員

内総踏まま室長

内部~II;jii資室長補佐

内部隊査室長

内自Ilii在家室員

日下部 jE 臨

今村英柄Ii

大塚隆司

成 i翠卓俊
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財務セ総第 4 1号

平成26{io1 0月3日

独立行政法人

|主i立大学財務・経常センタ-f!IT事長殿

独立行政法人悶立大学財務・経営センタ-~\ 

内部隊査室長 日下部 正正バミジ

平成26年度における法人文書の管理状況の内部駈ままについて(綴傍)

際記のことについて、 F記のとおり臨ままを行ったので、その結果について報告いたします。

自己

1. ~笠公実施日

平成26年 9月:30 1ヨ(火)

2. ¥'主資対象組織

総務課、施設助成Mt

3. ~;I:i資方法

各文rl}l苦1盟者による所掌事務に関する法人文;lFの管理状況について、文iL}~;耳I!規\111や法人文

滋ファイ)~保存要領及び、法人文;11 ファイル管理者草に基づき確認。

また、必嬰に応じてヒアリングを実施した。

4 11;主査結果

法人文Aiの管理状況について、文書jh管'JH1規則や法人文者ファイ)~保存~l波及び法人文舟フナ

イル管Jm符Jに基づき、管坊!方法・'1奇鹿島j所等の確認を行い、不正及び誤謬(続微なものを除く)

がないことを確認した。

6. m当監査員

内部駁査室長 日下部 iE @: 

内部監査室長補佐 今村英 側i

内自1;既望王室員 大塚熊司

内部自主査室員 !i)G i'辛卓俊

ヴ
，n

L
 



独立行政法人

関立大学財務・経営センタ一理事長殿

財務セ総第 44号

'11.)i!G 2 6 flo 1 0 }ヲ 10 1ヨ

独立行政法人l溺立大学財務・経'jZセンターメぎ弘

内部政資室長 日下部 1]:従宣言)
交"'1:'"

平成26年度制ii品の現品確認、について(報告)

t31記のことについて、下記のとおり11E盗を行ったので、その紡!l主について報告いたします。

Z己

l 盟主資事項

平成 26 1jo 9月 30 Ll現任、国立大学財務・経営センターが保有する術品の現品機認

2. ~:lti査対象

別紙の r'11.)i見26年度部iIA71一覧j のとおり

3.1泣資)5法

監査員による現品椛認を行い、必要に応じてヒアリングを~施する。

4 実施日常z

平成 26{ド 10丹8IJ (水)

u. 担当舷資員

内部監査室長 日下部正 i斑

内部W'主査室員 大塚 It~ 百j

内部l託命活室長 j或 ì~~ 卓俊

6 政査結果

別紙の r'11.)】見 26年度鮒ldfI一覧j について、すべて現存することを雌認した。
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独立行政法人

限立大学財務・経営センタ-Jm事長級

財務セ総第 5 ()号

平成26年 10月 31日

独立行政法人1]1立大学財務・経営センターぷ芳子

一|勾古川崎室長 日刊11 正時長

運営費交付金(平成25年度執行状況)の内部監査結果について(報告)

標記のことについて、 F記のとおり112資を行ったので、その結果について報告致します。

1. ÿiii笠~施日

il"li!t 2 6 fj三10 Jヲ271ヰ(月)

2. ~:iiFfを対象組織

総務課会計係

3 院査方法

き1
，，~ 

運営qJ(交付金(平成25年度執行分)について、各稜関係規則iに基づき、{云渓・帳簿等の確

認を行い、必要に応じてヒアリングを実施した。

4 政資結果

各種関係規則に基づき、伝票・帳簿寄与の11M認を行った結果、適正に執行されており不正及び

誤謬(ilil¥f，敢なものを除く)がないことを碗認した。

5 担当獄査員

内部臨査室長 日下自1I il: i白[

内部自主資室長補佐 今村英輔

内部'Nii1主主主員 大塚隆 司

内部盟主査室員 成 i翠卓俊
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独立行政法人

l主i立大学財務・経営センタ一段事長 殻

財務セ総第 5 1号

平成26年11月 13日

独立行政法，、図立大学財務・経営センターぷぎを、

内部腕室長 1ヨ下部医也記卒

施設費貸付事業・交付事業(平成 25年度執行状況)内部自主査結巣について(報告)

標記のことについて、 ド記のとおりIj~査を行ったので、その結果について報告致します。

自己

l.~読まま実施日

平成26年 11月 12日(水)

2 殴査対象組織

総務課会計係・資金管理係、施設助成総

3 駈査方法

施設資貸付事業・交付事業(平成25年度執行分)について、各様関係規則に基づき、各法

人からの申ðj!j~苔・ nr.ÍS1< 1基及びセンターの帳簿との突き合わせ等の確認を行い、必婆に応じてヒ

アリングを実施した。

4.E主査結巣

各種関係規則に基づき、各法人からの申総勢・請求書及びセンターの帳綴との突き合わせ等

の磯認を行った結果、適正に執行されており不正及び誤謬(軽微なものを除く)がないことを

礁認した。

6. Jn!4l獄査員

内部l誌王皇室長補佐 今村英和Ii

内部監査室員 成 1翠卓俊
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監事監査
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平成２６年４月１日

平成２６年度監事監査計画

Ⅰ 監査方針
独立行政法人国立大学財務・経営センター監事監査規則（以下「規則」という。）に基づき、事業活

動全般について、業務の運営・執行の正当性、効率性及び有効性を監査するとともに、会計経理の適正
性を監査する。

Ⅱ 監査項目
１ 業務に関する監査
（１）法令及び業務方法書その他の規則等の遵守状況（コンプライアンス）
（２）平成２６年度年度計画の進捗状況
（３）平成２６年度予算の執行状況
（４）平成２６年度資金計画の実施状況
（５）経費の削減を含めた業務運営の効率化の達成状況
（６）随意契約の適正化を含めた入札・契約の状況
（７）給与水準の状況
（８）内部統制の状況
（９）情報開示の状況
（10）法人文書の管理状況
（11）その他業務に関する重要な事項（ガバナンス、マネジメント、情報セキュリティ等）

２ 会計に関する監査
（１）現金等の出納及び保管の状況
（２）債権の管理状況
（３）資産の取得、管理及び処分の状況
（４）決算報告書及び財務諸表
（５）役職員の給与、諸手当の支給状況
（６）その他会計に関する重要な事項（リスク管理等）

Ⅲ 監査の種類及び監査方法等

監査の種類 実 施 時 期 実 施 方 法
月 次 監 査 毎月末 独立行政法人国立大学財務・経営センター会計規則第５８条に規定する

合計残高試算表等の提出・報告を受けるとともに、必要に応じ実地監

査を行う。

期 中 監 査 H26.11月中旬 期中における平成２６年度年度計画の進捗状況について、必要な

～12月上旬 資料の提出・報告を受けるとともに、関係する職員に対しヒアリング

を実施する。(12月末講評)

期 末 監 査 H27. 5月中旬 財務諸表、事業報告書及び決算報告書その他必要な資料の提出・

～ 6月上旬 報告を受けるとともに関係する職員に対しヒアリングを実施する。

（6月上旬：監査法人の監査結果報告、6月中旬：監査結果報告書作成（講評）、

6月下旬：監査結果報告書提出）

臨 時 監 査 必要と認めた 臨時監査の内容に応じて指定する。

場合

Ⅳ その他
１ 各種監査において、重点的な監査を要する事項がある場合には、当該監査前に指定する。
２ 規則第７条第１項の規定に基づき、総務課の職員を監事の監査の補助に当たらせる。
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平成 25事業年度期末監事監査報告

平成 26年 6月261ヨ

独lL行政法人

1:lllrL大学財務・経?主センター

血事長 高 )1: 1経雄

独立行政法入

国立大学財務・経常センター

殿

d
L

古一

落長i 2ニ
l子、

~、

笠、
'
B
'
t
t
J
V
 

自ノ

事

事

監

監

私ども監事は、独立行政法人通則法(平成 11年法律第 103け)第 19条第 4項及び

第 38条第 2mのj必定に基づき、独立行政法人悶立大学財務・経営センターの平成 25

年 4 月 1 日から平成 26 年 3)~ 311二|までの第 10期事業年度における財務諸表、決算

報告丹、事業報告書並びに業務執行について監俊いたしました。

その結果について、以下のとおり報告いたします。

l 会計監資については別添「平成 25事業年度財務諸表及び決算報告書に関する

意見当j のとおり、その内容はいずれも適正かつ正確に処服されており、妥当で

あることを認めます。

2 事業報告書並びに業務執行監査については、以ドの「平成 25事業年度期末監

事監ff結果秘密ドJのとおり報告いたします。
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平成 25事業年度財務諸表及び決算報告?!?に関する怠見fJj:

平成 26年 6月 26 1ヨ

独占行j攻法人

|羽交大学l11務・経営センタ-

J'H事長 l向井 r:主 Mt !JIJl 

独立行政法人

|主I}巨大学財務・経営センター

濫事斜ふ止め:…

監事ノj、j笠間、 tr

独立行政法人通則法(平成 I1年法律第 103}ヲ)第 38条第 2JC!の}必定に基づき、独立行

政法人l'iil:v:大学財務・経営センターの平成 25年 4)'J 1日から平成 26年 3)'1311=1までの第

10期l事業年度の貸借対照表、 fiil?'み計算E5、キャッシュ・フロ-.il築設、行政サービス実施

コスト計算書、手IJ援の処分に関する怒類(主主)及び附照明細書並びに決算級告書Fについて

院査を行った。

l白書Eの結果、 J二記各書煩は会計絞?専に2まづいて作成され、法令及び独立行政法人会計基

準に準拠し、独立行政法人|玉i立大学財務・経必'センターの財政状態、述?訴状況、キャッシ

ュ・フローの状況及び行政サービス尖施コストの状況説びに予算の執行状況を適正に表示

しているものと認める。
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平成 25事業年度刻3kliE事院査結果総評

独立行政法入

国立大学財務・総営センター

耳目司王長 高 )1' 隊 liff: 殿

l話事

t，~;i事

平成 26年 6月 261ヨ

斎~ ~ Jシ豆J

;J、佐 l手、車;

私どもl民事は、 1tl!Ú~行政法人j岳民司法(平成 11 年法律第 103 号)第 19 条第 4mのj北主主及び

獄事臨海規則等に基づき、平成 25年4月 1I守から平成 26年 3J'J31J=1における独立行政法入

国立大学財務・絡't}l;センター(以下、「センター」という。)の事業報告書波びに業務執行を肢

資しましたので、その結果について以下のとおり報告します。

1 .監査事項

平成 25年度獄事鮫査日l回iに基づき下記の事現について、 EH査を行った。

①平li)¥2 5年度計闘の実施状況

②随J恵:契約の適正化を含めた入札・契約の状況

③給与水準の状況

④内部統flil]等の状況

2 監査方法

必要な資料の提出・綴告を受けるとともに、関係するJfilll民に対しヒアリングを実施した。

3 回程

平成 26 年 6)~231=1 ()cJ) 15:00~17:30 

4 場所

長在京連絡Jfr第ー会議室
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５．監査結果 

平成２５事業年度期末監事監査については、関係課ごとの施策の進捗状況に重点をおい

て監査を実施し、また、「随意契約の適正化を含めた入札・契約の状況」、「給与水準の状況」

及び「内部統制等の状況」を重点項目として監査を実施した。 

第２期中期目標期間の最終年度である平成２５年度の業務執行については、全体として

順調に計画を履行しており、各重点項目についても適正に実施されていると認める。 

なお、その他項目別の問題提起並びに業務執行に関する所見を以下のとおり報告する。 

 

（１）平成２５年度計画の実施状況 

【総務課】 

・ 運営組織の状況については、理事長の管理運営責任の下で自律的に法人を運営する

という独立行政法人制度の趣旨を踏まえ、適切な組織運営が行われている。また、運

営評議会等における外部有識者からの意見等についても、対応状況を整理するなど、

実質的な会合となるよう努められたい。 

・ 職員に対する研修については、多くの職員が幅広く研修を受講していることが認め

られる。今後は、センターが培った知見を外部の機関に対し、積極的に発信すること

も望まれる。 

・ 広報活動については、ウェブサイトに、新たに「理事長のページ」を作成し、外部

に当センターのミッション等を発信しているほか、文部科学省監修のもと、国立大学

の附属病院の現況等を収集した「大学病院の現状」を新たに製作・発行するなど、セ

ンターの事業概要や実績等について適切な情報発信が認められる。引き続き積極的な

情報発信に努められたい。 

 

 

【施設助成課】 

  ・ 施設費貸付事業及び交付事業ともに、適切に実施され、債権の回収及び債務償還に

ついても確実に実施された。 

・ また、財務省及び会計検査院による実地検査において改善が求められた施設費貸付

事業の審査基準の見直し等について、貸付の適否を十分に判断できる審査が実施でき

るよう、民間銀行等の審査手法を参考に、個々の大学附属病院の収支状況等に即した、

より適切な審査基準となるように見直しを行い、加えて、国立大学附属病院における

公的使命や役割を加味した、より精度の高い審査基準とした関係規則の改正を実施し

ており、適切に対応していることが認められる。 

・ 施設費交付事業については、各大学の土地処分収入に限定しない新たな財源の確保

について、引き続き、検討を進めることが望まれる。 

・ 広島大学本部地区跡地の処分については、保存建物である旧理学部１号館及びその

土地を広島市へ所有権移転するとともに、残りのセンター保有地については、広島市

と広島大学が主体となり進めている「ひろしまの『知の拠点』再生プロジェクト」と
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して公募型プロポーザル方式により選定された三菱地所レジデンス株式会社を代表と

する８者からなる事業者に対し売却したことで全ての処分が完了しており、評価でき

る。 

 

 

（２）随意契約の適正化を含めた入札・契約の状況 

・ 平成２１年度に策定した改善計画を踏まえ、平成２５年度のすべての案件において

公告期間の延長やウェブサイトにおける調達予定情報等の提供を実施し、競争性の確

保に努めており、適切に対応されていると認められる。 

・ 平成２５年度における競争性のない随意契約については、随意契約によることがや

むを得ないものとされたもののみであり、適切に対応されていると認められる。 

・ 一般競争入札等の実施にあたっては、引き続き、より多くの応札者の確保に努めら

れたい。 

 

 

（３）給与水準の状況 

  ・ 平成２５年度の職員の給与水準については、国家公務員の水準を若干上回るものの、

主に地域手当の影響によるもので、これを勘案した指数は、国家公務員より低い水準に

あり、適切な水準であると判断する。 

 

 

（４）内部統制等の状況 

・ 内部統制については、理事長のリーダーシップの下、内部監査による内部統制の整

備、規則等の見直しなど適切に実施されていると判断する。 

 

 

                                       以上 
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平成 26年度j事]1'1:1獄事舵査結果被告書

平成 2fi年 12J'124FI

独立行政法人

国立大学財務・経営センタ一

理事長 高対降級 殿

腕総ム止め出
獄事 1 j、jz fF、 庄

私ども監事は、独立行政法人通則法第 19条第 4.rjjの規定及び監事院資規則等に基づき、平成

26年4月 l日から平成 26年 10月 31日における独立行政法人悶立大学財務・経営センター

(以 FrセンターJという。)の業務を償資したので、その結果につき以 Fのとおり報告する。

1. ~:i]t事項
平成 26年度般事院資計測に基づき下記の事項について、絞盗を行った。

-邦]'.1:1における平成 26年度年度計 l舗の進捗状況

.随意契約の適正化を含めた入札・契約の状況

・|人的I~統制の状況

• '1，'1朝日日目示の状rYl
-法人文設の管~Jm状況

2.陛資方法

必要な資料の提1:1:¥・綴告を受けるとともに、関係する職員に対しヒアリングを災施した。

:3. EH'il 
平成 26年 12月 17 EI (水) 13:30 ~ 15:00 

4. J;劫rW
東京迎絡所第 i会議室

5.EZ査結果

平成 26年度知]':1:'院事l政資については、期]9:1li政事駁査資料「平成 26年 10凡米11寺点まで

の業務進捗状況Jを基に平成 26年度年度計図iの進捗状況に)J点を鐙き、各線にヒアリング

を尖施した。

平成26年度の事業日l間l及び業務>;<J¥行については、全体として順調に遂行していることを

認める。

なお、個別課題別の問題提起並びに業務執行に関する所見を以下のとおり綴侍するロ
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（１）期中における平成２６年度年度計画の進捗状況 

【総務課】 

・ 運営評議会等における外部有識者からの意見等について、病院分析検討チームで検討を実

施するなど、センターとして対応していることが認められる。今後は、対応状況の可視化を

行うことが期待される。 

・ 人件費について、平成２６年度に職員を増員しており、前年度と比較して執行額について

も増加している。独立行政法人としての透明性の確保の観点からも、増員の必要性等につい

て、しっかりと説明責任を果たすことが望まれる。 

 

【施設助成課】 

・ 施設費貸付事業及び施設費交付事業ともに、順調に実施されている。 

・ 施設費貸付事業については、病院経営分析検討チームにおいて、医療設備の共同調達の仕

組みについて検討を行うなど、国立大学の公的使命機能の向上に資するための有意な検討を

実施していると認められる。今後は、その成果を外部に発信することが期待される。 

・ 債券に係る格付機関に関する契約について、平成２６年度から公募方法を事前確認公募と

しており、必要な手続きを経つつ、業務の改善を実施していることは評価できる。 

・ 施設費交付事業については、交付事業財源の確保について、文部科学省や都内の国立大学

法人等の関係者も参加した資産活用に関する勉強会を実施しており、検討を進めていること

が認められる。引き続き、検討を進められたい。 

 

 

（２）随意契約の適正化を含めた入札・契約の状況 

・ 平成２２年度に策定した改善計画を踏まえ、平成２６年度のすべての案件において十分な

公告期間の確保や競争参加者の積極的な発掘、ウェブサイトにおける調達予定情報等の提供

を実施し、競争性の確保に努めており、適切に対応されていると認められる。 

・ 平成２６年度における競争性のない随意契約については、随意契約によることがやむを得

ないものとされたもののみであり、適切に対応されていると認められる。 

・ 一般競争入札等の実施に当たっては、引き続き、より多くの応札者の確保に努められたい。 

 

（３）内部統制の状況 

・ 内部統制については、役員による講話等により、法人のミッションの周知・徹底が行われ

適切に実施されていると認められる。 

また、内部監査による内部統制監査体制の整備・運用、規則等の見直しなども適切に実施

されている。 

 

（４）情報開示の状況 

・ 法人文書開示請求については、個人情報保護に留意し、適切に実施されている。 

・ 法令等に基づいた資料等の公表については、適切に実施されている。 

 

（５）法人文書の管理状況 

・ 法人文書に係る点検・監査については、適切に実施されている。また、法令等への対応状

況についても、適切に実施されている。 

 

 

 

 以 上 

-40-


	合体版
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	
	資料10-2（センター債券#10格付）
	news_release_2014-A-1255_01

	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	
	H26処分一覧（円）実報資料用

	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ




